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令和6年

　
文
部
科
学
省
は
、令
和
7
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
わ
れ

る
教
科
書
の
検
定
結
果
を
公
表
し
た
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
2
次

元
コ
ー
ド
）を
学
習
用
端
末
で
読
み
取
っ
て
利
用
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
教
材
が
大
幅
に
増
加
し
た
。全
小
中
学
生
に
配
布

し
た
1
人
1
台
の
学
習
用
端
末
の
活
用
を
前
提
と
し
た
教

科
書
づ
く
り
が
加
速
し
て
い
る
。

　
今
回
合
格
し
た
教
科
書
1
0
0
点
の
う
ち
97
点
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
た
。発
音
チ
ェ
ッ
ク
用
の
リ
ス
ニ
ン
グ

教
材
や
会
話
の
手
本
動
画
、意
見
を
書
き
込
む
シ
ー
ト
に

誘
導
す
る
な
ど
が
目
立
つ
。生
徒
が
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
を
自
ら
選
び
学
習
す
る
方
法
は
課
題
を
発
見
し
解
決
す

る
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
。

　
文
科
省
が
令
和
5
年
4
月
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る

と
、学
習
用
端
末
を「
ほ
ぼ
毎
日
活
用
し
て
い
る
」と
答
え

た
中
学
校
に
は
、80
％
を
超
え
る
県
が
あ
る
一
方
、4
割
を

下
回
る
県
も
あ
る
。

　
教
科
書
検
定
が
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、①
教
育
水
準
の

維
持
向
上
、②
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
、③
適
正
な
教
育

内
容
の
維
持
、④
教
育
の
中
立
性
の
確
保
の
4
点
で
あ
る
。

　
農
家
の
教
科
書
っ
て
何
だ
ろ
う
。今
、国
会
で
議
論
が
始

ま
っ
て
い
る「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」が
大
き
な
意
味

で
の
教
科
書
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
の
改
正
案
が
成
立

す
る
と
、や
っ
と
詳
細
の
検
討
が
始
ま
る
。国
会
で
は
食
料

自
給
率
を
現
在
の
目
標
45
％
か
ら
50
％
へ
引
き
上
げ
さ
ら

に
上
を
目
指
す
べ
き
と
の
意
見
も
出
て
い
る
。

　
岸
田
首
相
は「
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
は
、次
期
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、適
切
な
目
標
を

設
定
す
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
て
、私
達
農
政
運
動
者
に
も
教
科
書
的
な
も
の
が
あ

る
。そ
れ
が「
選
挙
運
動
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
全
国
農
政
連
）

で
あ
る
。選
挙
に
取
り
組
む
た
め
の
基
本
的
な
こ
と
が
解

説
と
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。県
知
事
選
挙
は

喜
び
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
が
、今
後
も
衆
議
院
選
挙
や
来

年
7
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
控
え
て
い
る
。時
間
の
あ
る

時
に
一
読
を
お
願
い
し
た
い
。

あ
と

き
が

撮影：高柳　創志 様

「夕刻の大将軍に臨む」

第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品
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　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
6
年
5
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
健
康
食
品
の
代
表
で
あ
り
、手
軽
に
食
べ
ら
れ
て
栄
養

価
の
高
い
食
べ
物
と
言
え
ば
、納
豆
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。タ
ン
パ
ク
質
と
言
え
ば
、肉
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

ま
す
が
、日
本
で
は
大
豆
が
タ
ン
パ
ク
質
の
代
名
詞
で
し

た
。現
在
は
、納
豆
の
発
酵
パ
ワ
ー
が
体
に
い
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
納
豆
に
は
血
栓
を
予
防
す
る「
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
」

や
更
年
期
症
状
を
緩
和
す
る「
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
」、脂

質
の
代
謝
を
助
け
る「
サ
ポ
ニ
ン
」な
ど
多
く
の
栄
養
成

分
を
含
ん
で
い
ま
す
。Ｔ
Ｖ
で
も
度
々
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
が
、一
時
期
は
キ
ム
チ
を
混
ぜ
て
食
べ
る
と
か
、パ
ン
に

納
豆
と
チ
ー
ズ
を
乗
せ
て
焼
い
て
食
べ
る
な
ど
反
響
の

大
き
い
食
べ
物
で
す
。熊
本
で
は
、老
舗
の
ラ
ー
メ
ン
店

が「
熊
本
納
豆
ラ
ー
メ
ン
」を
出
し
て
い
ま
す
し
、馬
肉
を

食
す
る
県
と
し
て
は「
桜
納
豆
」も
有
名
で
す
よ
ね
。食
卓

に
上
が
る
納
豆
は
3
個
百
円
と
か
の
低
価
格
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
が
、1
個
何
百
円
も
す
る
納
豆
が
売
れ
て
い
る

の
も
事
実
の
よ
う
で
す
。納
豆
特
有
の
に
お
い
、ね
ば
ね

ば
感
が
苦
手
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、国
民
の
8
割
以

上
が
食
べ
い
る
納
豆
。熊
本
に
は
干
し
納
豆「
こ
る
ま
め
」

も
あ
り
ま
す
。

あ
ぜ
み
ち
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歌にしてお届け

農業の
あんなことやこんなこと
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〜
２
０
２
４
年
農
畜
産
物
輸
送
問
題
並
び
に

　
　
　
　
　
　
燃
油
価
格
高
騰
等
に
関
す
る
緊
急
要
請
を
行
う
〜

岸
田
総
理
へ
旬
の
熊
本
県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
！

坂
本
哲
志
農
林
水
産
大
臣
へ
緊
急
要
請

▲岸田総理に県産農畜産物を手渡す
JAグループ熊本の関係者

（首相官邸ホームページより）

▲贈呈したスイカを試食する岸田総理
右は官邸を初訪問したくまモン

▲橋本果実連会長よりデコポンの
説明を受け試食する岸田総理

▲

坂
本
農
水
大
臣
に
要
請

　
書
を
手
渡
す
Ｊ
Ａ
グ
ル

　
ー
プ
熊
本
の
代
表
者

▲

県
選
出
の
国
会
議
員
に
要

　
請
書
を
手
渡
し
た
Ｊ
Ａ
グ

　
ル
ー
プ
熊
本
の
代
表
者

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政
治

連
盟
は
、
4
月
15
日
、
坂
本
哲
志
農
林
水
産
大

臣
を
農
林
水
産
省
に
訪
ね
、
農
畜
産
物
輸
送
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
2
0
2
4
年
輸
送
問
題

へ
の
対
応
や
燃
油
価
格
高
騰
等
に
直
面
す
る
農

家
の
支
援
を
求
め
る
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
不
安
定
な
世
界
情
勢
等
に
よ
り
、
食
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
等
の
調
達
コ
ス
ト
の
上
昇

に
よ
る
生
産
資
材
や
飼
料
、
燃
料
等
の
価
格
高

騰
は
わ
が
国
農
業
生
産
の
現
場
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
中
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
残

業
時
間
の
上
限
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農

畜
産
物
の
輸
送
を
ト
ラ
ッ
ク
に
頼
っ
て
い
る
本

県
生
産
現
場
で
は
、
今
後
さ
ら
な
る
輸
送
経
費

上
昇
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
引
く
燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
は
、

経
営
費
に
占
め
る
燃
料
費
の
割
合
が
高
い
施
設

園
芸
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
施
設

園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
発
動
基
準

価
格
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
補
填
金
額
が
減
少

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
全
国
有
数
の
施

設
園
芸
を
有
す
る
本
県
農
業
に
と
っ
て
は
、
今

後
の
産
地
形
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と

も
求
め
ま
し
た
。

　
要
請
書
を
手
渡
し
た
J
A
熊
本
中
央
会
の
宮

本
隆
幸
会
長
は
「
農
畜
産
物
の
2
0
2
4
年
輸

送
問
題
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
や
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ
る
遠
隔
地
へ
の
輸
送

に
係
る
支
障
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
期

化
す
る
燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
は
、
施
設
園
芸

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
営
農
継
続
の
危
機

が
更
に
深
刻
化
し
て
い
る
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
坂
本
哲
志
農
林
水
産
大
臣
は

消
費
地
か
ら
遠
い
産
地
の
輸
送
費
や
燃
料
価
格

高
騰
の
深
刻
さ
に
理
解
を
示
し
、「
非
常
に
深

刻
な
問
題
だ
。
し
っ
か
り
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
要
請
書
は
、
県
選
出
の
国
会
議
員
（
木
原
稔

議
員
、
西
野
太
亮
議
員
、
金
子
恭
之
議
員
、
松

村
祥
史
議
員
、
馬
場
成
志
議
員
、
藤
木
眞
也
議

員
）
に
も
要
請
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
の
代
表
は
、
4
月
15
日
、

岸
田
文
雄
総
理
大
臣
を
首
相
官
邸
に
訪
ね
、
旬

の
熊
本
県
産
農
畜
産
物
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
農
畜
産
物
の
贈
呈
に
当
た
り
J
A
熊
本
中
央

会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
、「
熊
本
は
豊
か
な
地

下
水
に
恵
ま
れ
、
米
・
野
菜
・
果
樹
・
畜
産
な
ど
、

多
種
多
様
な
農
業
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
。
本
日
は
、「
ス
イ
カ
」
や
「
デ
コ
ポ
ン
」

な
ど
、
旬
の
県
産
農
産
物
を
ご
賞
味
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
首
相
官
邸
へ
初
訪
問
の
熊
本
県

の
営
業
部
長
く
ま
モ
ン
も
参
加
し
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
全
国
ト
ッ
プ
の
生
産
量
を
誇
る
ス
イ
カ
と
デ

コ
ポ
ン
を
試
食
し
た
岸
田
総
理
は
「
熊
本
は
食

材
の
宝
庫
だ
と
聞
い
て
い
る
。
ス
イ
カ
は
し
ゃ

き
し
ゃ
き
と
歯
応
え
が
良
く
、
デ
コ
ポ
ン
も
酸

味
が
抑
え
ら
れ
て
食
べ
や
す
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　
岸
田
総
理
は
発
生
か
ら
8
年
と
な
っ
た
熊
本

地
震
に
触
れ
、「
大
き
な
地
震
を
乗
り
越
え
、

素
晴
ら
し
い
産
品
を
作
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

緊
急
要
請
の
内
容

1
．
2
0
2
4
年
農
畜
産
物
輸
送
問
題
に

係
る
施
策
の
継
続
と
十
分
な
予
算
確
保

2
．
燃
油
価
格
高
騰
対
策
に
お
け
る
施
設

園
芸
農
業
者
の
影
響
緩
和
対
策
と
し
て
の

特
例
補
填
等
の
新
た
な
支
援
ス
キ
ー
ム
の

構
築

◎
贈
呈
品
一
覧
（
各
連
合
会
提
供
）

①
経
済
連
：
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
和
王
（
黒
毛
和
種
）

く
ま
さ
ん
の
輝
き
（
お
米
）

②
果
実
連
：
デ
コ
ポ
ン
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
（
み
か

ん
ジ
ュ
ー
ス
）

③
酪
　
連
：
Ｌ
Ｌ
大
阿
蘇
牛
乳

④
畜
　
連
：
あ
か
牛
（
褐
毛
和
種
）

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
」
と
の
賛
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
農林部会長代理
農林部会畜産・酪農対策委員会事務局次長
参議院自由民主党副幹事長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

【自由民主党役職】

農林水産委員会
議院運営委員会
災害対策特別委員会
憲法審査会

【所属委員会(参議院)】

農林水産大臣政務官（2期）
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　農林部会　副部会長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事

【これまでの主な役職等】

 （3）No.413　みどりの風　2024.5.15 No.413　みどりの風　2024.5.15（2）

JAグループ熊本による岸田総理への
県産農畜産物の贈呈（06.4.15）

自民党林政対策委員会への出席
（06.4.12）

全国農政連顧問・東野ひでき氏と
福岡のＪＡを訪問（06.4.6）

参議院党副幹事長として令和6年度予算決定
にかかる関係者への挨拶回り（06.3.28） 熊本県酪政連からの要請（06.3.12） 木村熊本県知事候補（挨拶時点）と

挨拶回り（06.4.2）
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燃
油
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格
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騰
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に
関
す
る
緊
急
要
請
を
行
う
〜

岸
田
総
理
へ
旬
の
熊
本
県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
！

坂
本
哲
志
農
林
水
産
大
臣
へ
緊
急
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▲岸田総理に県産農畜産物を手渡す
JAグループ熊本の関係者

（首相官邸ホームページより）

▲贈呈したスイカを試食する岸田総理
右は官邸を初訪問したくまモン

▲橋本果実連会長よりデコポンの
説明を受け試食する岸田総理

▲

坂
本
農
水
大
臣
に
要
請

　
書
を
手
渡
す
Ｊ
Ａ
グ
ル

　
ー
プ
熊
本
の
代
表
者

▲

県
選
出
の
国
会
議
員
に
要

　
請
書
を
手
渡
し
た
Ｊ
Ａ
グ

　
ル
ー
プ
熊
本
の
代
表
者

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政
治

連
盟
は
、
4
月
15
日
、
坂
本
哲
志
農
林
水
産
大

臣
を
農
林
水
産
省
に
訪
ね
、
農
畜
産
物
輸
送
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
2
0
2
4
年
輸
送
問
題

へ
の
対
応
や
燃
油
価
格
高
騰
等
に
直
面
す
る
農

家
の
支
援
を
求
め
る
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
不
安
定
な
世
界
情
勢
等
に
よ
り
、
食
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
等
の
調
達
コ
ス
ト
の
上
昇

に
よ
る
生
産
資
材
や
飼
料
、
燃
料
等
の
価
格
高

騰
は
わ
が
国
農
業
生
産
の
現
場
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
中
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
残

業
時
間
の
上
限
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農

畜
産
物
の
輸
送
を
ト
ラ
ッ
ク
に
頼
っ
て
い
る
本

県
生
産
現
場
で
は
、
今
後
さ
ら
な
る
輸
送
経
費

上
昇
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
引
く
燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
は
、

経
営
費
に
占
め
る
燃
料
費
の
割
合
が
高
い
施
設

園
芸
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
施
設

園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
発
動
基
準

価
格
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
補
填
金
額
が
減
少

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
全
国
有
数
の
施

設
園
芸
を
有
す
る
本
県
農
業
に
と
っ
て
は
、
今

後
の
産
地
形
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と

も
求
め
ま
し
た
。

　
要
請
書
を
手
渡
し
た
J
A
熊
本
中
央
会
の
宮

本
隆
幸
会
長
は
「
農
畜
産
物
の
2
0
2
4
年
輸

送
問
題
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
や
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ
る
遠
隔
地
へ
の
輸
送

に
係
る
支
障
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
期

化
す
る
燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
は
、
施
設
園
芸

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
営
農
継
続
の
危
機

が
更
に
深
刻
化
し
て
い
る
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
坂
本
哲
志
農
林
水
産
大
臣
は

消
費
地
か
ら
遠
い
産
地
の
輸
送
費
や
燃
料
価
格

高
騰
の
深
刻
さ
に
理
解
を
示
し
、「
非
常
に
深

刻
な
問
題
だ
。
し
っ
か
り
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
要
請
書
は
、
県
選
出
の
国
会
議
員
（
木
原
稔

議
員
、
西
野
太
亮
議
員
、
金
子
恭
之
議
員
、
松

村
祥
史
議
員
、
馬
場
成
志
議
員
、
藤
木
眞
也
議

員
）
に
も
要
請
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
の
代
表
は
、
4
月
15
日
、

岸
田
文
雄
総
理
大
臣
を
首
相
官
邸
に
訪
ね
、
旬

の
熊
本
県
産
農
畜
産
物
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
農
畜
産
物
の
贈
呈
に
当
た
り
J
A
熊
本
中
央

会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
、「
熊
本
は
豊
か
な
地

下
水
に
恵
ま
れ
、
米
・
野
菜
・
果
樹
・
畜
産
な
ど
、

多
種
多
様
な
農
業
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
。
本
日
は
、「
ス
イ
カ
」
や
「
デ
コ
ポ
ン
」

な
ど
、
旬
の
県
産
農
産
物
を
ご
賞
味
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
首
相
官
邸
へ
初
訪
問
の
熊
本
県

の
営
業
部
長
く
ま
モ
ン
も
参
加
し
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
全
国
ト
ッ
プ
の
生
産
量
を
誇
る
ス
イ
カ
と
デ

コ
ポ
ン
を
試
食
し
た
岸
田
総
理
は
「
熊
本
は
食

材
の
宝
庫
だ
と
聞
い
て
い
る
。
ス
イ
カ
は
し
ゃ

き
し
ゃ
き
と
歯
応
え
が
良
く
、
デ
コ
ポ
ン
も
酸

味
が
抑
え
ら
れ
て
食
べ
や
す
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　
岸
田
総
理
は
発
生
か
ら
8
年
と
な
っ
た
熊
本

地
震
に
触
れ
、「
大
き
な
地
震
を
乗
り
越
え
、

素
晴
ら
し
い
産
品
を
作
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

緊
急
要
請
の
内
容

1
．
2
0
2
4
年
農
畜
産
物
輸
送
問
題
に

係
る
施
策
の
継
続
と
十
分
な
予
算
確
保

2
．
燃
油
価
格
高
騰
対
策
に
お
け
る
施
設

園
芸
農
業
者
の
影
響
緩
和
対
策
と
し
て
の

特
例
補
填
等
の
新
た
な
支
援
ス
キ
ー
ム
の

構
築

◎
贈
呈
品
一
覧
（
各
連
合
会
提
供
）

①
経
済
連
：
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
和
王
（
黒
毛
和
種
）

く
ま
さ
ん
の
輝
き
（
お
米
）

②
果
実
連
：
デ
コ
ポ
ン
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
（
み
か

ん
ジ
ュ
ー
ス
）

③
酪
　
連
：
Ｌ
Ｌ
大
阿
蘇
牛
乳

④
畜
　
連
：
あ
か
牛
（
褐
毛
和
種
）

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
」
と
の
賛
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
農林部会長代理
農林部会畜産・酪農対策委員会事務局次長
参議院自由民主党副幹事長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

【自由民主党役職】

農林水産委員会
議院運営委員会
災害対策特別委員会
憲法審査会

【所属委員会(参議院)】

農林水産大臣政務官（2期）
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　農林部会　副部会長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事

【これまでの主な役職等】

 （3）No.413　みどりの風　2024.5.15 No.413　みどりの風　2024.5.15（2）

JAグループ熊本による岸田総理への
県産農畜産物の贈呈（06.4.15）

自民党林政対策委員会への出席
（06.4.12）

全国農政連顧問・東野ひでき氏と
福岡のＪＡを訪問（06.4.6）

参議院党副幹事長として令和6年度予算決定
にかかる関係者への挨拶回り（06.3.28） 熊本県酪政連からの要請（06.3.12） 木村熊本県知事候補（挨拶時点）と

挨拶回り（06.4.2）



【
通
常
国
会
で
の
法
案
等
の
審
議
】

　
第
2
1
3
回
通
常
国
会
に
お
け
る
各
法
案
等
の

審
議
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。農
林
水
産
分
野
で

は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
法
案
」を
は

じ
め
、6
本
の
法
案
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。衆

議
院
で
の
審
議
が
す
す
み
、参
議
院
農
林
水
産
委

員
会
で
も
各
法
案
の
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。4

月
5
日
に
は
、1
本
法
案（
特
定
農
産
加
工
業
経
営

改
善
臨
時
措
置
法
案
）が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
4
月
19
日
に
は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
改
正
法
案
」が
衆
議
院
を
通
過
し
、参
議
院

で
の
審
議
が
始
ま
る
と
と
も
に
、5
月
連
休
明
け

以
降
、農
林
水
産
委
員
会
で
の
議
論
が
本
格
化
す

る
見
込
み
で
す
。私
が
、参
議
院
議
員
に
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
か
ら
、8
年
目
と
な
り
ま
す
が
、当

初
よ
り
継
続
的
に
訴
え
て
き
た
の
が「
食
料
安
全

保
障
の
確
立
」の
重
要
性
で
あ
り
、そ
れ
が
今
回
の

基
本
法
改
正
法
案
の
核
で
あ
り
ま
す
。法
案
成
立

に
向
け
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
通
常
国
会
か
ら
、参
議
院
災
害
対
策
特

別
委
員
会
の
委
員
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。4
月
3

日
の
委
員
会
を
皮
切
り
に
、今
後
、災
害
対
策
の
基

本
施
策
お
よ
び
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
頻
発
し

て
い
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
審
議
が

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、私
も
し
っ
か
り
審
議

に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

【
自
民
党
の
農
林
関
連
会
合
等
に
精
力
的
に
参
加
】

　
通
常
国
会
の
期
間
中
の
た
め
、自
民
党
の
会
合

も
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は
、自
民
党
農

林
部
会
長
代
理
と
し
て
、農
林
関
連
の
各
会
合
に

精
力
的
に
参
加
し
、発
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。自
民
党
で
は
、そ
の
時
々
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
、常
に
活
発
な
議
論
を
行
い
、政
策
に
反
映

し
て
お
り
ま
す
の
で
、私
も
し
っ
か
り
と
参
加
し

て
、意
見
反
映
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

﹇
4
月
上
旬
に
参
加
し
た
主
な
自
民
党
の
会
合
等
﹈

4
月
2
日
・
12
日
：
林
政
対
策
委
員
会

4
月
3
日
：
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会

4
月
3
日
・
11
日
：
農
産
物
輸
出
促
進
対
策
委
員
会

4
月
4
日
・
11
日
：
食
料
産
業
政
策
委
員
会

4
月
9
日
・
16
日
：
農
林
役
員
会

4
月
10
日
：
農
民
の
健
康
を
創
る
会（
議
連
）

4
月
11
日
：
食
品
ロ
ス
削
減
･
食
品
寄
附
促
進
Ｐ
Ｔ

4
月
12
日
・
17
日
：
総
合
農
林
政
策
調
査
会
・
農
林

　
　
　
　
　  

部
会
・
林
政
対
策
委
員
会
合
同
会
議

　
そ
う
し
な
け
れ
ば
、米
づ
く
り
は
崩
れ
、ふ
る

さ
と
は
壊
れ
、海
外
か
ら
安
い
米
が
入
り
、農
業

者
の
誇
り
も
消
え
て
、そ
れ
こ
そ
、「
日
本
の
主

食
た
る
米
」は
、日
本
人
か
ら
も
評
価
さ
れ
な
い

形
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
に
あ
っ
て
、雨

も
多
く
、山
が
ち
で
あ
る
と
い
う
条
件
の
な
か

で
も
、日
本
の
風
土
に
合
い
、国
づ
く
り
の
基
礎

と
し
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
、主
食
た
る

「
米
づ
く
り
」の
意
義
を
、そ
し
て
、「
生
産
・
流

通
・
消
費
」の
仕
組
み
と
、生
産
者
の
努
力
を
活

か
し
た
米
政
策
の
展
開
と
、国
民
の
合
意
を
き

ち
ん
と
大
切
に
し
て
い
く
取
り
組
み
こ
そ
が
大

切
な
の
で
す
。

　「
水
田
」を
失
っ
た
と
き
、日
本
の
国
土
は
崩
壊

し
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
、米

づ
く
り
、農
地
の
利
用
、国
民
の
主
食
た
る
米
の

意
義
を
再
認
識
し
て
も
ら
え
る
農
業
政
策
を
展

開
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
米
政
策
と
地
域
に
お
け
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。私
の
持
論
で
す
が
、「
わ
が
国
の
米
づ
く

り
の
崩
壊
」は「
日
本
を
つ
ぶ
す
」こ
と
に
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
も
、多
く
の
稲
作
農
家
の
ご
不
満
は
、

米
価
等
に
よ
る
収
入
が
十
分
で
な
い
、か
つ

て
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、皆
、規
模
拡
大
や

コ
ス
ト
低
減
に
努
力
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、人
手
の
確
保
や
、機
械
投
資
等
の
経
費

や
、忙
し
い
働
き
甲
斐
と
比
較
し
て
、相
対
的

に
収
益
が
出
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、米
づ
く
り
の
魅
力
が
失
わ
れ
、情

熱
や
熱
意
は
低
下
し
、将
来
の
希
望
も
希
薄

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
実
態
を
、も
っ
と
て
い
ね
い
に

分
析
し
、真
に
主
食
た
る
米
の
安
定
供
給
と
、

収
益
と
、そ
し
て
誇
り
を
持
っ
た
農
業
者
を
つ

く
り
上
げ
る
と
い
う
農
業
づ
く
り
、地
域
づ

く
り
、国
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。し
っ
か

り
し
た
収
益
の
確
保
と
誇
り
を
得
ら
れ
る
と

い
う
状
況
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
改
め
て
、国
を
あ
げ
て
、米
づ
く
り
の
重
要

性
を
訴
え
、国
を
支
え
て
い
る
こ
と
、地
域
を

支
え
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、国
民
の
主
食
を

安
定
供
給
し
て
い
る
こ
と
、等
々
を
し
っ
か

り
、国
政
の
基
本
に
位
置
付
け
直
す
こ
と
を

こ
そ
行
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

米
づ
く
り
の
評
価
と
国
づ
く
り

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

Ｊ
Ａ
女
性
　
想
い
を
ひ
と
つ
に
　
か
な
え
よ
う
��

　
　
　

Ｊ
Ａ
女
性
　
想
い
を
ひ
と
つ
に
　
か
な
え
よ
う
��

　
　
　

　
Ｊ
Ａ
熊
本
市
女
性
部
は
、
2
月
7
日
、
市
民

会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル
で
「
第
32
回

女
性
大
会
・
家
の
光
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
部
員
、
ハ
イ
ミ
セ
ス
会
員
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
会
員
な
ど
約
4
0
0
人
が
参
加
。
支
部
代

表
の
体
験
発
表
や
講
演
、
各
支
部
に
よ
る
踊
り

や
歌
が
披
露
さ
れ
、
大
会
を
よ
り
一
層
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
支
部
代
表
者
に
よ
る
組
織
活
動
発
表
で
は
、

こ
れ
ま
で
支
部
で
行
っ
て
き
た
活
動
を
発
表
し
、

家
の
光
記
事
活
用
発
表
で
は
、
家
の
光
を
活
用

し
た
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
は
熊
本
放
送
局
の
木
村
和
也
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
招
き
、「
再
起
可
能
〜
言
葉
で
つ
な
が

る
心
の
絆
〜
」
と
題
し
、
参
加
者
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
2
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

で
熊
本
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
と
共
に

「
お
も
て
な
し
隊
」
を
結
成
し
、
お
味
噌
汁

8
0
0
0
食
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
36
名
が

参
加
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー

　
平
成
29
年
度
よ
り
継
続
し
て
い
る
種
か
ら
栽

培
し
た
野
菜
を
提
供
す
る
子
ど
も
食
堂
へ
の
支

援
も
徐
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
、

女
性
部
が
管
理
す
る
畑
で
収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
な

ど
の
農
作
物
提
供
に
加
え
、
女
性
部
員
か
ら
の

食
材
提
供
も
あ
り
ま
し
た
。

　
支
援
活
動
の
み
な
ら
ず
、
寄
付
活
動
等
、
女

性
部
と
し
て
の
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
令

和
4
年
度
の
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
に
続
き
、

令
和
5
年
度
（
第
62
回
）
農
林
水
産
祭
に
て
、

女
性
の
活
躍
が
著
し
い
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ

る
多
角
化
経
営
部
門
で
、
日
本
農
林
漁
業
振
興

会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
女
性
部
目
線
で
、
地
域
の
方
々
や
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
1
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
熊
本
市
本
店
で
Ｊ
Ａ
役
職

員
と
の
対
話
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
女
性
部
支

部
長
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
34
人
が
参
加
。
女
性
部

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
更
な
る
発
展

の
た
め
の
要
望
や
意
見
を
伝
え
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

　
意
見
や
要
望
は
事
前
に
支
部
ご
と
に
取
り
ま

と
め
た
も
の
。
Ｊ
Ａ
の
各
部
門
ご
と
に
質
問
や

要
望
が
出
さ
れ
、
担
当
の
役
職
員
ら
が
説
明
し

ま
し
た
。

　
支
店
や
事
業
所
利
用
に
関
す
る
要
望
、
一
般

向
け
の
Ｐ
Ｒ
周
知
の
徹
底
な
ど
、
幅
広
い
要
望

や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
牛
嶋
部
長
は
「
と
て
も
実
の
あ
る
会
に
な
っ

た
。
顔
を
合
わ
せ
、
女
性
部
の
想
い
を
口
に
し

て
伝
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
良
い
機
会
だ
と
改

め
て
思
っ
た
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

子
ど
も
食
堂
支
援

▲無電柱化小委員会視察

▲ＪＡ熊本市女性大会・家の光大会

▲「おもてなし隊」結成▲大西熊本市長が激励にこられる

▲4月3日参議院災害対策特別委員会

▲4月10日自民党・農民の健康を創る会

第
32
回
Ｊ
Ａ
熊
本
市

　
　
　
　
女
性
大
会
・
家
の
光
大
会

Ｊ
Ａ
熊
本
市
役
職
員
と

　
　
　
女
性
部
支
部
長
の
対
話
集
会

完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
お
も
て
な
し

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

▲実のある対話集会となりました

に
手
作
り
味
噌
汁
を
提
供
し
ま
し
た
。
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
協
力
し
て
い
ま
す
。

▲

玉
ね
ぎ
の
苗
植
え

▲

農
林
水
産
祭
で
日

本
農
林
漁
業
振
興

会
会
長
賞
を
受
賞
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【
通
常
国
会
で
の
法
案
等
の
審
議
】

　
第
2
1
3
回
通
常
国
会
に
お
け
る
各
法
案
等
の

審
議
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。農
林
水
産
分
野
で

は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
法
案
」を
は

じ
め
、6
本
の
法
案
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。衆

議
院
で
の
審
議
が
す
す
み
、参
議
院
農
林
水
産
委

員
会
で
も
各
法
案
の
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。4

月
5
日
に
は
、1
本
法
案（
特
定
農
産
加
工
業
経
営

改
善
臨
時
措
置
法
案
）が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
4
月
19
日
に
は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
改
正
法
案
」が
衆
議
院
を
通
過
し
、参
議
院

で
の
審
議
が
始
ま
る
と
と
も
に
、5
月
連
休
明
け

以
降
、農
林
水
産
委
員
会
で
の
議
論
が
本
格
化
す

る
見
込
み
で
す
。私
が
、参
議
院
議
員
に
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
か
ら
、8
年
目
と
な
り
ま
す
が
、当

初
よ
り
継
続
的
に
訴
え
て
き
た
の
が「
食
料
安
全

保
障
の
確
立
」の
重
要
性
で
あ
り
、そ
れ
が
今
回
の

基
本
法
改
正
法
案
の
核
で
あ
り
ま
す
。法
案
成
立

に
向
け
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
通
常
国
会
か
ら
、参
議
院
災
害
対
策
特

別
委
員
会
の
委
員
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。4
月
3

日
の
委
員
会
を
皮
切
り
に
、今
後
、災
害
対
策
の
基

本
施
策
お
よ
び
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
頻
発
し

て
い
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
審
議
が

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、私
も
し
っ
か
り
審
議

に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

【
自
民
党
の
農
林
関
連
会
合
等
に
精
力
的
に
参
加
】

　
通
常
国
会
の
期
間
中
の
た
め
、自
民
党
の
会
合

も
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は
、自
民
党
農

林
部
会
長
代
理
と
し
て
、農
林
関
連
の
各
会
合
に

精
力
的
に
参
加
し
、発
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。自
民
党
で
は
、そ
の
時
々
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
、常
に
活
発
な
議
論
を
行
い
、政
策
に
反
映

し
て
お
り
ま
す
の
で
、私
も
し
っ
か
り
と
参
加
し

て
、意
見
反
映
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

﹇
4
月
上
旬
に
参
加
し
た
主
な
自
民
党
の
会
合
等
﹈

4
月
2
日
・
12
日
：
林
政
対
策
委
員
会

4
月
3
日
：
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会

4
月
3
日
・
11
日
：
農
産
物
輸
出
促
進
対
策
委
員
会

4
月
4
日
・
11
日
：
食
料
産
業
政
策
委
員
会

4
月
9
日
・
16
日
：
農
林
役
員
会

4
月
10
日
：
農
民
の
健
康
を
創
る
会（
議
連
）

4
月
11
日
：
食
品
ロ
ス
削
減
･
食
品
寄
附
促
進
Ｐ
Ｔ

4
月
12
日
・
17
日
：
総
合
農
林
政
策
調
査
会
・
農
林

　
　
　
　
　  

部
会
・
林
政
対
策
委
員
会
合
同
会
議

　
そ
う
し
な
け
れ
ば
、米
づ
く
り
は
崩
れ
、ふ
る

さ
と
は
壊
れ
、海
外
か
ら
安
い
米
が
入
り
、農
業

者
の
誇
り
も
消
え
て
、そ
れ
こ
そ
、「
日
本
の
主

食
た
る
米
」は
、日
本
人
か
ら
も
評
価
さ
れ
な
い

形
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
に
あ
っ
て
、雨

も
多
く
、山
が
ち
で
あ
る
と
い
う
条
件
の
な
か

で
も
、日
本
の
風
土
に
合
い
、国
づ
く
り
の
基
礎

と
し
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
、主
食
た
る

「
米
づ
く
り
」の
意
義
を
、そ
し
て
、「
生
産
・
流

通
・
消
費
」の
仕
組
み
と
、生
産
者
の
努
力
を
活

か
し
た
米
政
策
の
展
開
と
、国
民
の
合
意
を
き

ち
ん
と
大
切
に
し
て
い
く
取
り
組
み
こ
そ
が
大

切
な
の
で
す
。

　「
水
田
」を
失
っ
た
と
き
、日
本
の
国
土
は
崩
壊

し
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
、米

づ
く
り
、農
地
の
利
用
、国
民
の
主
食
た
る
米
の

意
義
を
再
認
識
し
て
も
ら
え
る
農
業
政
策
を
展

開
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
米
政
策
と
地
域
に
お
け
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。私
の
持
論
で
す
が
、「
わ
が
国
の
米
づ
く

り
の
崩
壊
」は「
日
本
を
つ
ぶ
す
」こ
と
に
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
も
、多
く
の
稲
作
農
家
の
ご
不
満
は
、

米
価
等
に
よ
る
収
入
が
十
分
で
な
い
、か
つ

て
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、皆
、規
模
拡
大
や

コ
ス
ト
低
減
に
努
力
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、人
手
の
確
保
や
、機
械
投
資
等
の
経
費

や
、忙
し
い
働
き
甲
斐
と
比
較
し
て
、相
対
的

に
収
益
が
出
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、米
づ
く
り
の
魅
力
が
失
わ
れ
、情

熱
や
熱
意
は
低
下
し
、将
来
の
希
望
も
希
薄

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
実
態
を
、も
っ
と
て
い
ね
い
に

分
析
し
、真
に
主
食
た
る
米
の
安
定
供
給
と
、

収
益
と
、そ
し
て
誇
り
を
持
っ
た
農
業
者
を
つ

く
り
上
げ
る
と
い
う
農
業
づ
く
り
、地
域
づ

く
り
、国
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。し
っ
か

り
し
た
収
益
の
確
保
と
誇
り
を
得
ら
れ
る
と

い
う
状
況
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
改
め
て
、国
を
あ
げ
て
、米
づ
く
り
の
重
要

性
を
訴
え
、国
を
支
え
て
い
る
こ
と
、地
域
を

支
え
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、国
民
の
主
食
を

安
定
供
給
し
て
い
る
こ
と
、等
々
を
し
っ
か

り
、国
政
の
基
本
に
位
置
付
け
直
す
こ
と
を

こ
そ
行
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言
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政
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Ｊ
Ａ
熊
本
市
女
性
部
は
、
2
月
7
日
、
市
民

会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル
で
「
第
32
回

女
性
大
会
・
家
の
光
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
部
員
、
ハ
イ
ミ
セ
ス
会
員
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
会
員
な
ど
約
4
0
0
人
が
参
加
。
支
部
代

表
の
体
験
発
表
や
講
演
、
各
支
部
に
よ
る
踊
り

や
歌
が
披
露
さ
れ
、
大
会
を
よ
り
一
層
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
支
部
代
表
者
に
よ
る
組
織
活
動
発
表
で
は
、

こ
れ
ま
で
支
部
で
行
っ
て
き
た
活
動
を
発
表
し
、

家
の
光
記
事
活
用
発
表
で
は
、
家
の
光
を
活
用

し
た
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
は
熊
本
放
送
局
の
木
村
和
也
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
招
き
、「
再
起
可
能
〜
言
葉
で
つ
な
が

る
心
の
絆
〜
」
と
題
し
、
参
加
者
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
2
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

で
熊
本
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
と
共
に

「
お
も
て
な
し
隊
」
を
結
成
し
、
お
味
噌
汁
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0
0
0
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舞
い
ま
し
た
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女
性
部
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
36
名
が

参
加
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー

　
平
成
29
年
度
よ
り
継
続
し
て
い
る
種
か
ら
栽

培
し
た
野
菜
を
提
供
す
る
子
ど
も
食
堂
へ
の
支

援
も
徐
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
、

女
性
部
が
管
理
す
る
畑
で
収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
な

ど
の
農
作
物
提
供
に
加
え
、
女
性
部
員
か
ら
の

食
材
提
供
も
あ
り
ま
し
た
。

　
支
援
活
動
の
み
な
ら
ず
、
寄
付
活
動
等
、
女

性
部
と
し
て
の
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
令

和
4
年
度
の
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
に
続
き
、

令
和
5
年
度
（
第
62
回
）
農
林
水
産
祭
に
て
、

女
性
の
活
躍
が
著
し
い
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ

る
多
角
化
経
営
部
門
で
、
日
本
農
林
漁
業
振
興

会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
女
性
部
目
線
で
、
地
域
の
方
々
や
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
1
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
熊
本
市
本
店
で
Ｊ
Ａ
役
職

員
と
の
対
話
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
女
性
部
支

部
長
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
34
人
が
参
加
。
女
性
部

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
更
な
る
発
展

の
た
め
の
要
望
や
意
見
を
伝
え
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

　
意
見
や
要
望
は
事
前
に
支
部
ご
と
に
取
り
ま

と
め
た
も
の
。
Ｊ
Ａ
の
各
部
門
ご
と
に
質
問
や

要
望
が
出
さ
れ
、
担
当
の
役
職
員
ら
が
説
明
し

ま
し
た
。

　
支
店
や
事
業
所
利
用
に
関
す
る
要
望
、
一
般

向
け
の
Ｐ
Ｒ
周
知
の
徹
底
な
ど
、
幅
広
い
要
望

や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
牛
嶋
部
長
は
「
と
て
も
実
の
あ
る
会
に
な
っ

た
。
顔
を
合
わ
せ
、
女
性
部
の
想
い
を
口
に
し

て
伝
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
良
い
機
会
だ
と
改

め
て
思
っ
た
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

子
ど
も
食
堂
支
援

▲無電柱化小委員会視察

▲ＪＡ熊本市女性大会・家の光大会

▲「おもてなし隊」結成▲大西熊本市長が激励にこられる

▲4月3日参議院災害対策特別委員会

▲4月10日自民党・農民の健康を創る会

第
32
回
Ｊ
Ａ
熊
本
市

　
　
　
　
女
性
大
会
・
家
の
光
大
会

Ｊ
Ａ
熊
本
市
役
職
員
と

　
　
　
女
性
部
支
部
長
の
対
話
集
会

完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
お
も
て
な
し

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

▲実のある対話集会となりました

に
手
作
り
味
噌
汁
を
提
供
し
ま
し
た
。
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
協
力
し
て
い
ま
す
。

▲

玉
ね
ぎ
の
苗
植
え

▲

農
林
水
産
祭
で
日

本
農
林
漁
業
振
興

会
会
長
賞
を
受
賞
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Ｊ
Ａ
熊
本
市
女
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活
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報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
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活
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報
告
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Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
4
月
19
日
、益

城
町
の
同
連
茶
入
札
場
で
令
和
6
年

産
一
番
茶
の
初
入
札
会
を
開
き
ま
し

た
。県
内
の
４
つ
の
Ｊ
Ａ
か
ら
出
品
さ

れ
た
86
点
、2
、5
1
2
・
5
キ
ロ
の
新
茶
を
、

新
た
に
１
社
を
迎
え
た
指
定
茶
商
18
社
が
色

や
味
、香
り
を
確
か
め
入
札
し
ま
し
た
。1
キ

ロ
あ
た
り
の
最
高
価
格
は
過
去
最
高
値
と
な

る
8
万
円
で
、山
村
孝
行
さ
ん（
Ｊ
Ａ
く
ま
）

が
出
荷
し
た「
さ
え
み
ど
り
」で
し
た
。平
均

単
価
は
3
、5
4
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
県
経
済
連
茶
生
産
流
通
協
議
会
専
門

部
会
の
菅
野
隆
一
部
会
長
は「
生
産
環
境
が
厳

し
い
中
に
生
産
者
が
日
々
精
進
し
、今
年
も

良
い
お
茶
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
」と
新

茶
の
入
札
に
大
き
な
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
茶
商
は「
今
年
は
暖
冬
の
影
響
も

あ
り
全
国
的
に
は
良
い
品
質
の
お
茶
が
少
な

い
中
、熊
本
県
産
の
出
来
は
上
々
、今
後
も
高

品
質
な
お
茶
の
生
産
を
期
待
し
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　
県
内
に
お
い
て
は
、「
さ
え
み
ど
り
」「
さ
き

み
ど
り
」と
い
っ
た
早
生
品
種
か
ら
摘
採
が

開
始
さ
れ
、生
育
が
順
調
に
進
め
ば
、連
休
前

に
各
地
で
最
盛
期
を
迎
え
る
見
込
み
で
す
。

同
連
で
の
令
和
6
年
産
茶
の
取
扱
数
量
は

5
8
0
ト
ン
、
取
扱
金
額
は
約
5
億
6
、

0
0
0
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

▲茶の感触や香り、色などを確かめる茶商ら

　JA中央会
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、
3
月
23
日

〜
24
日
に
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
益
城

町
）
で
行
わ
れ
た
「
く
ま
に
ち
す
ぱ

い
す
30
周
年
感
謝
祭
」
へ
特
別
協
賛
し
ま
し

た
。
ブ
ー
ス
で
は
、
食
と
農
業
の
現
状
を
伝

え
る
パ
ネ
ル
を
設
置
し
「
国
消
国
産
」
へ
の

理
解
の
呼
び
か
け
や
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
連
合
会

の
9
団
体
が
農
畜
産
物
・
加
工
品
な
ど
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

　
23
日
は
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
に
よ
る
「
ふ
る
ま

い
餅
つ
き
」
が
行
わ
れ
、
石
本
勝
也
委
員
長

を
は
じ
め
と
す
る
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会

役
員
ら
が
餅
つ
き
を
実
演
し
ま
し
た
。Ｍ
Ｃ

の
村
上
美
香
さ
ん
に
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
っ
た

子
ど
も
ら
約
10
名
に
餅
つ
き
体
験
を
し
て
も

「
く
ま
に
ち
す
ぱ
い
す
30
周
年
感
謝
祭
」へ

　
　
　
　  

特
別
協
賛
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本

ら
い
ま
し
た
。

　
24
日
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
タ
レ

ン
ト
の
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
か
も
と

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
夢
大
地
館
の
田

上
依
男
店
長
が
国
消
国
産
に
つ
い
て
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
田
上
店
長
は
「
食

を
取
り
巻
く
実
態
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
日
本
の
食
と
農
業
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現

に
向
け
て
、
国
消
国
産
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
」
と
話
し
、
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
は
「
地
元

の
も
の
を
食
べ
る
と
元
気
に
な
る
。
国
産
や

地
元
産
を
選
ぶ
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な

い
の
で
意
識
し
て
い
き
た
い
」
と
生
産
者
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

JA経済連
　
腰
痛
は
、
様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
起

こ
る
腰
背
部
の
痛
み
の
総
称
で
、
多

く
の
方
が
日
常
生
活
で
「
腰
痛
」
を

感
じ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
腰
痛
の
原
因
や
予
防
、

解
消
法
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

【
腰
痛
の
原
因
】

　
腰
痛
の
約
10
％
は
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
や

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
腰
の
神
経
に
障
害
が

あ
る
場
合
に
起
こ
り
ま
す
が
、
腰
痛
の
約
8

割
は
「
非
特
異
的
腰
痛
」
と
呼
ば
れ
、
画
像

検
査
で
は
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
こ
の
「
非
特
異
的
腰
痛
」
は
様
々
な
状
況

で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、原
因
と
し
て
、

　
①
長
時
間
の
同
じ
姿
勢

　
②
運
動
不
足

　
③
筋
肉
の
緊
張

　
④
内
臓
疾
患

　
⑤
ス
ト
レ
ス

の
5
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
腰
痛
の
予
防
】

　
腰
痛
を
予
防
す
る
に
は
ま
ず
、
正
し
い
姿

勢
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
、
こ
れ
に
よ
り
腰

へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　
座
る
際
に
は
背
筋
を
伸
ば
し
、
足
を
床
に

し
っ
か
り
着
け
る
よ
う
意
識
し
、
長
時
間
同

じ
姿
勢
で
作
業
を
す
る
場
合
は
適
度
に
休
憩

を
挟
み
つ
つ
、
そ
の
際
に
は
腰
も
休
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
腰
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
も
腰
痛

「
腰
痛
に
つ
い
て
」

　　 JA厚生連

の
予
防
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
運
動
前
に
は

腰
の
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
た
め
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
十
分
に
行
い
、
そ
の
後
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
の
運
動
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
は
ス
ト
レ
ス
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
は
脳
機

能
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
結
果
、

血
行
不
良
に
よ
り
腰
痛
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

【
最
後
に
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
増
加
に
よ
り
腰
痛
を
訴
え
る
方
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
姿
勢
の
悪
さ
や
運
動
不
足
を
解
消
す
る
と

と
も
に
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
よ
う

定
期
的
な
休
息
で
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
内
臓
の
疾
患
な
ど
で
腰
痛
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
診
し
、
自
ら
の
健
康
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
で
腰
痛
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

▲出品された令和6年産新茶

 

令
和
6
年
産
新
茶
初
入
札
会
を
開
催

〜
最
高
価
格
は
過
去
最
高
値
１
キ
ロ
あ
た
り
8
万
円
〜

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
熊
本
県
限
定

で
「
自
動
車
共
済
　
お
見
積
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済
に
ご
加
入
の
方

も
、
ご
加
入
で
な
い
方
も
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
中
の
こ
の
機
会
に

Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済
の
お
見
積

り
を
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
お
見
積
り
さ
れ
た
方
の
中
か

ら
、
抽
選
で
各
期
25
名
様
（
年

間
合
計
1
0
0
名
様
）
に
、
「
ア

イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

ケ
ト
ル
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
こ

の
ク
ッ
キ
ン
グ
ケ
ト
ル
一
つ
で
、

湯
沸
か
し
も
鍋
料
理
も
で
き
ま

す
。
5
つ
の
自
動
メ
ニ
ュ
ー
を
搭

載
し
、
調
理
が
手
軽
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｗ

チ
ャ
ン
ス
賞
と
し
て
「
真
空
ス

テ
ン
レ
ス
缶
ホ
ル
ダ
ー
」
を
各

期
5
0
0
名
様
（
年
間
合
計
2
、

0
0
0
名
様
）
に
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
見
積
り
を
さ
れ
た

方
に
は
、
も
れ
な
く
「
仁
く
ん

杏
ち
ゃ
ん
ク
ル
マ
用
ポ
リ
袋
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

　
現
在
、
第
1
期
の
ご
応
募
を

受
付
中
で
す
。
お
見
積
り
の
際

に
は
、
現
在
ご
加
入
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
保
障
内
容
が
分
か

る
も
の
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証

を
ご
準
備
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ

窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
！

【
応
募
期
間
】

第
1
期 

： 

令
和
6
年
4
月
1
日
〜
令
和
6
年
6
月
30
日

第
2
期 

： 

令
和
6
年
7
月
1
日
〜
令
和
6
年
9
月
30
日

第
3
期 

： 

令
和
6
年
10
月
1
日
〜
令
和
6
年
12
月
31
日

第
4
期 

： 

令
和
7
年
1
月
1
日
〜
令
和
7
年
3
月
6
日

　JA共済連

！！

Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済 

お
見
積
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

▲

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
ブ
ー
ス
の

　
様
子

▲

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
に
よ
る

　「
ふ
る
ま
い
餅
つ
き
」の
様
子

▲

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
う

　
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
㊧
、田
上
店
長
㊥
、

　
ま
さ
や
ん
さ
ん

熊本県下で総計2,100名様に当たる！！熊本県下で総計2,100名様に当たる！！

W
チ
ャ
ン
ス
賞

お見積りをしていただいた方にもれなくプレゼント

仁くん杏ちゃん  オリジナル

クルマ用ポリ袋（15Ｐ）

アイリスオーヤマ
クッキングケトルA賞

※なくなり次第終了となります。

100名様100名様（各期25名）

はずれた方にもWチャンス

真空ステンレス
缶ホルダー

キャンプス

3色からおひとつ
※色はお選びいただけません。

2,000名様2,000名様（各期500名）
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Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
4
月
19
日
、益

城
町
の
同
連
茶
入
札
場
で
令
和
6
年

産
一
番
茶
の
初
入
札
会
を
開
き
ま
し

た
。県
内
の
４
つ
の
Ｊ
Ａ
か
ら
出
品
さ

れ
た
86
点
、2
、5
1
2
・
5
キ
ロ
の
新
茶
を
、

新
た
に
１
社
を
迎
え
た
指
定
茶
商
18
社
が
色

や
味
、香
り
を
確
か
め
入
札
し
ま
し
た
。1
キ

ロ
あ
た
り
の
最
高
価
格
は
過
去
最
高
値
と
な

る
8
万
円
で
、山
村
孝
行
さ
ん（
Ｊ
Ａ
く
ま
）

が
出
荷
し
た「
さ
え
み
ど
り
」で
し
た
。平
均

単
価
は
3
、5
4
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
県
経
済
連
茶
生
産
流
通
協
議
会
専
門

部
会
の
菅
野
隆
一
部
会
長
は「
生
産
環
境
が
厳

し
い
中
に
生
産
者
が
日
々
精
進
し
、今
年
も

良
い
お
茶
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
」と
新

茶
の
入
札
に
大
き
な
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
茶
商
は「
今
年
は
暖
冬
の
影
響
も

あ
り
全
国
的
に
は
良
い
品
質
の
お
茶
が
少
な

い
中
、熊
本
県
産
の
出
来
は
上
々
、今
後
も
高

品
質
な
お
茶
の
生
産
を
期
待
し
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　
県
内
に
お
い
て
は
、「
さ
え
み
ど
り
」「
さ
き

み
ど
り
」と
い
っ
た
早
生
品
種
か
ら
摘
採
が

開
始
さ
れ
、生
育
が
順
調
に
進
め
ば
、連
休
前

に
各
地
で
最
盛
期
を
迎
え
る
見
込
み
で
す
。

同
連
で
の
令
和
6
年
産
茶
の
取
扱
数
量
は

5
8
0
ト
ン
、
取
扱
金
額
は
約
5
億
6
、

0
0
0
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

▲茶の感触や香り、色などを確かめる茶商ら

　JA中央会
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、
3
月
23
日

〜
24
日
に
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
益
城

町
）
で
行
わ
れ
た
「
く
ま
に
ち
す
ぱ

い
す
30
周
年
感
謝
祭
」
へ
特
別
協
賛
し
ま
し

た
。
ブ
ー
ス
で
は
、
食
と
農
業
の
現
状
を
伝

え
る
パ
ネ
ル
を
設
置
し
「
国
消
国
産
」
へ
の

理
解
の
呼
び
か
け
や
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
連
合
会

の
9
団
体
が
農
畜
産
物
・
加
工
品
な
ど
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

　
23
日
は
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
に
よ
る
「
ふ
る
ま

い
餅
つ
き
」
が
行
わ
れ
、
石
本
勝
也
委
員
長

を
は
じ
め
と
す
る
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会

役
員
ら
が
餅
つ
き
を
実
演
し
ま
し
た
。Ｍ
Ｃ

の
村
上
美
香
さ
ん
に
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
っ
た

子
ど
も
ら
約
10
名
に
餅
つ
き
体
験
を
し
て
も

「
く
ま
に
ち
す
ぱ
い
す
30
周
年
感
謝
祭
」へ

　
　
　
　  

特
別
協
賛
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本

ら
い
ま
し
た
。

　
24
日
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
タ
レ

ン
ト
の
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
か
も
と

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
夢
大
地
館
の
田

上
依
男
店
長
が
国
消
国
産
に
つ
い
て
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
田
上
店
長
は
「
食

を
取
り
巻
く
実
態
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
日
本
の
食
と
農
業
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現

に
向
け
て
、
国
消
国
産
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
」
と
話
し
、
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
は
「
地
元

の
も
の
を
食
べ
る
と
元
気
に
な
る
。
国
産
や

地
元
産
を
選
ぶ
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な

い
の
で
意
識
し
て
い
き
た
い
」
と
生
産
者
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

JA経済連
　
腰
痛
は
、
様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
起

こ
る
腰
背
部
の
痛
み
の
総
称
で
、
多

く
の
方
が
日
常
生
活
で
「
腰
痛
」
を

感
じ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
腰
痛
の
原
因
や
予
防
、

解
消
法
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

【
腰
痛
の
原
因
】

　
腰
痛
の
約
10
％
は
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
や

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
腰
の
神
経
に
障
害
が

あ
る
場
合
に
起
こ
り
ま
す
が
、
腰
痛
の
約
8

割
は
「
非
特
異
的
腰
痛
」
と
呼
ば
れ
、
画
像

検
査
で
は
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
こ
の
「
非
特
異
的
腰
痛
」
は
様
々
な
状
況

で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、原
因
と
し
て
、

　
①
長
時
間
の
同
じ
姿
勢

　
②
運
動
不
足

　
③
筋
肉
の
緊
張

　
④
内
臓
疾
患

　
⑤
ス
ト
レ
ス

の
5
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
腰
痛
の
予
防
】

　
腰
痛
を
予
防
す
る
に
は
ま
ず
、
正
し
い
姿

勢
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
、
こ
れ
に
よ
り
腰

へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　
座
る
際
に
は
背
筋
を
伸
ば
し
、
足
を
床
に

し
っ
か
り
着
け
る
よ
う
意
識
し
、
長
時
間
同

じ
姿
勢
で
作
業
を
す
る
場
合
は
適
度
に
休
憩

を
挟
み
つ
つ
、
そ
の
際
に
は
腰
も
休
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
腰
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
も
腰
痛

「
腰
痛
に
つ
い
て
」

　　 JA厚生連

の
予
防
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
運
動
前
に
は

腰
の
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
た
め
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
十
分
に
行
い
、
そ
の
後
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
の
運
動
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
は
ス
ト
レ
ス
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
は
脳
機

能
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
結
果
、

血
行
不
良
に
よ
り
腰
痛
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

【
最
後
に
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
増
加
に
よ
り
腰
痛
を
訴
え
る
方
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
姿
勢
の
悪
さ
や
運
動
不
足
を
解
消
す
る
と

と
も
に
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
よ
う

定
期
的
な
休
息
で
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
内
臓
の
疾
患
な
ど
で
腰
痛
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
診
し
、
自
ら
の
健
康
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
で
腰
痛
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

▲出品された令和6年産新茶

 

令
和
6
年
産
新
茶
初
入
札
会
を
開
催

〜
最
高
価
格
は
過
去
最
高
値
１
キ
ロ
あ
た
り
8
万
円
〜

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
熊
本
県
限
定

で
「
自
動
車
共
済
　
お
見
積
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済
に
ご
加
入
の
方

も
、
ご
加
入
で
な
い
方
も
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
中
の
こ
の
機
会
に

Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済
の
お
見
積

り
を
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
お
見
積
り
さ
れ
た
方
の
中
か

ら
、
抽
選
で
各
期
25
名
様
（
年

間
合
計
1
0
0
名
様
）
に
、
「
ア

イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

ケ
ト
ル
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
こ

の
ク
ッ
キ
ン
グ
ケ
ト
ル
一
つ
で
、

湯
沸
か
し
も
鍋
料
理
も
で
き
ま

す
。
5
つ
の
自
動
メ
ニ
ュ
ー
を
搭

載
し
、
調
理
が
手
軽
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｗ

チ
ャ
ン
ス
賞
と
し
て
「
真
空
ス

テ
ン
レ
ス
缶
ホ
ル
ダ
ー
」
を
各

期
5
0
0
名
様
（
年
間
合
計
2
、

0
0
0
名
様
）
に
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
見
積
り
を
さ
れ
た

方
に
は
、
も
れ
な
く
「
仁
く
ん

杏
ち
ゃ
ん
ク
ル
マ
用
ポ
リ
袋
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

　
現
在
、
第
1
期
の
ご
応
募
を

受
付
中
で
す
。
お
見
積
り
の
際

に
は
、
現
在
ご
加
入
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
保
障
内
容
が
分
か

る
も
の
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証

を
ご
準
備
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ

窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
！

【
応
募
期
間
】

第
1
期 

： 

令
和
6
年
4
月
1
日
〜
令
和
6
年
6
月
30
日

第
2
期 

： 

令
和
6
年
7
月
1
日
〜
令
和
6
年
9
月
30
日

第
3
期 

： 

令
和
6
年
10
月
1
日
〜
令
和
6
年
12
月
31
日

第
4
期 

： 

令
和
7
年
1
月
1
日
〜
令
和
7
年
3
月
6
日

　JA共済連

！！

Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済 

お
見
積
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

▲

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
ブ
ー
ス
の

　
様
子

▲

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
に
よ
る

　「
ふ
る
ま
い
餅
つ
き
」の
様
子

▲

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
う

　
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
㊧
、田
上
店
長
㊥
、

　
ま
さ
や
ん
さ
ん

熊本県下で総計2,100名様に当たる！！熊本県下で総計2,100名様に当たる！！

W
チ
ャ
ン
ス
賞

お見積りをしていただいた方にもれなくプレゼント

仁くん杏ちゃん  オリジナル

クルマ用ポリ袋（15Ｐ）

アイリスオーヤマ
クッキングケトルA賞

※なくなり次第終了となります。

100名様100名様（各期25名）

はずれた方にもWチャンス

真空ステンレス
缶ホルダー

キャンプス

3色からおひとつ
※色はお選びいただけません。

2,000名様2,000名様（各期500名）
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6
2024

令和6年

　
文
部
科
学
省
は
、令
和
7
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
わ
れ

る
教
科
書
の
検
定
結
果
を
公
表
し
た
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
2
次

元
コ
ー
ド
）を
学
習
用
端
末
で
読
み
取
っ
て
利
用
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
教
材
が
大
幅
に
増
加
し
た
。全
小
中
学
生
に
配
布

し
た
1
人
1
台
の
学
習
用
端
末
の
活
用
を
前
提
と
し
た
教

科
書
づ
く
り
が
加
速
し
て
い
る
。

　
今
回
合
格
し
た
教
科
書
1
0
0
点
の
う
ち
97
点
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
た
。発
音
チ
ェ
ッ
ク
用
の
リ
ス
ニ
ン
グ

教
材
や
会
話
の
手
本
動
画
、意
見
を
書
き
込
む
シ
ー
ト
に

誘
導
す
る
な
ど
が
目
立
つ
。生
徒
が
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
を
自
ら
選
び
学
習
す
る
方
法
は
課
題
を
発
見
し
解
決
す

る
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
。

　
文
科
省
が
令
和
5
年
4
月
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る

と
、学
習
用
端
末
を「
ほ
ぼ
毎
日
活
用
し
て
い
る
」と
答
え

た
中
学
校
に
は
、80
％
を
超
え
る
県
が
あ
る
一
方
、4
割
を

下
回
る
県
も
あ
る
。

　
教
科
書
検
定
が
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、①
教
育
水
準
の

維
持
向
上
、②
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
、③
適
正
な
教
育

内
容
の
維
持
、④
教
育
の
中
立
性
の
確
保
の
4
点
で
あ
る
。

　
農
家
の
教
科
書
っ
て
何
だ
ろ
う
。今
、国
会
で
議
論
が
始

ま
っ
て
い
る「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」が
大
き
な
意
味

で
の
教
科
書
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
の
改
正
案
が
成
立

す
る
と
、や
っ
と
詳
細
の
検
討
が
始
ま
る
。国
会
で
は
食
料

自
給
率
を
現
在
の
目
標
45
％
か
ら
50
％
へ
引
き
上
げ
さ
ら

に
上
を
目
指
す
べ
き
と
の
意
見
も
出
て
い
る
。

　
岸
田
首
相
は「
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
は
、次
期
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、適
切
な
目
標
を

設
定
す
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
て
、私
達
農
政
運
動
者
に
も
教
科
書
的
な
も
の
が
あ

る
。そ
れ
が「
選
挙
運
動
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
全
国
農
政
連
）

で
あ
る
。選
挙
に
取
り
組
む
た
め
の
基
本
的
な
こ
と
が
解

説
と
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。県
知
事
選
挙
は

喜
び
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
が
、今
後
も
衆
議
院
選
挙
や
来

年
7
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
控
え
て
い
る
。時
間
の
あ
る

時
に
一
読
を
お
願
い
し
た
い
。

あ
と

き
が

撮影：高柳　創志 様

「夕刻の大将軍に臨む」
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発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
6
年
5
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
健
康
食
品
の
代
表
で
あ
り
、手
軽
に
食
べ
ら
れ
て
栄
養

価
の
高
い
食
べ
物
と
言
え
ば
、納
豆
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。タ
ン
パ
ク
質
と
言
え
ば
、肉
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

ま
す
が
、日
本
で
は
大
豆
が
タ
ン
パ
ク
質
の
代
名
詞
で
し

た
。現
在
は
、納
豆
の
発
酵
パ
ワ
ー
が
体
に
い
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
納
豆
に
は
血
栓
を
予
防
す
る「
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
」

や
更
年
期
症
状
を
緩
和
す
る「
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
」、脂

質
の
代
謝
を
助
け
る「
サ
ポ
ニ
ン
」な
ど
多
く
の
栄
養
成

分
を
含
ん
で
い
ま
す
。Ｔ
Ｖ
で
も
度
々
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
が
、一
時
期
は
キ
ム
チ
を
混
ぜ
て
食
べ
る
と
か
、パ
ン
に

納
豆
と
チ
ー
ズ
を
乗
せ
て
焼
い
て
食
べ
る
な
ど
反
響
の

大
き
い
食
べ
物
で
す
。熊
本
で
は
、老
舗
の
ラ
ー
メ
ン
店

が「
熊
本
納
豆
ラ
ー
メ
ン
」を
出
し
て
い
ま
す
し
、馬
肉
を

食
す
る
県
と
し
て
は「
桜
納
豆
」も
有
名
で
す
よ
ね
。食
卓

に
上
が
る
納
豆
は
3
個
百
円
と
か
の
低
価
格
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
が
、1
個
何
百
円
も
す
る
納
豆
が
売
れ
て
い
る

の
も
事
実
の
よ
う
で
す
。納
豆
特
有
の
に
お
い
、ね
ば
ね

ば
感
が
苦
手
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、国
民
の
8
割
以

上
が
食
べ
い
る
納
豆
。熊
本
に
は
干
し
納
豆「
こ
る
ま
め
」

も
あ
り
ま
す
。

あ
ぜ
み
ち
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KAB  熊本朝日放送にて
毎週金曜　夜 7：54～放送中

歌にしてお届け

農業の
あんなことやこんなこと

♬♬


